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本単元で育成すべき資質・能力
（単元の学習内容）

単元の評価規準 評価方法 教材名 主な言語活動
各教科横断的な資質・能力の育成

に関わる他教科との関連

①生物の成長などの原理・法則と基礎的な技
術の仕組み

①作物、動物及び水産生物の成長、生態につい
ての科学的な原理・法則を理解している。生物
の育成環境を調節する方法などの基礎的な技術
の仕組みを理解している。

定期考査

①技術に込められた問題解決の工夫 ②生物育成の技術の見方・考え方と、その技術
に込められた工夫を読み取る力を身に付けてい
る。

定期考査
栽培記録

③進んで生物育成の技術と関わり、主体的に理
解し、技能を身に付けようとしている。 栽培記録

①安全・適切な栽培又は飼育、検査など ①安全・適切な栽培又は飼育、検査等ができる
技能を身に付けている。

定期考査
栽培記録
栽培実習状況

②問題の発見と課題の設定、育成環境の調節
方法の構想と育成計画、栽培又は飼育の過程
や結果の評価、改善及び修正

②生物育成の技術の見方・考え方を働かせて、
問題を見いだして課題を設定し解決できる力を
身に付けている。

定期考査
栽培記録

③自分なりの新しい考え方や捉え方によって、
解決策を構想しようしている。・自らの問題解
決とその過程を振り返り、よりよいものとなる
よう改善・修正しようとしている。

栽培記録

①生活や社会、環境との関わりを踏まえた技
術の概念

①生活や社会に果たす役割や影響に基づいた生
物育成の技術の概念を理解している。 定期考査

②技術の評価、選択と管理・運用、改良と応
用

②よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て、生物育成の技術を評価し、適切に選択、管
理・運用したり、新たな発想に基づいて改良、
応用したりする力を身に付けている。

定期考査
栽培記録

③よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て、生物育成の技術を工夫し創造していこうと
している。

栽培記録

①生活や社会、環境との関わりを踏まえた技
術の概念

①生活や社会に果たす役割や影響に基づいた情
報の技術の概念を理解している。 定期考査

②技術の評価、選択と管理・運用、改良と応
用

②よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て、情報の技術を評価し、適切に選択、管理・
運用したり、新たな発想に基づいて改良、応用
したりする力を身に付けている。

定期考査
プログラミング
実習

③よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
て、情報の技術を工夫し創造していこうとして
いる。

定期考査
プログラミング
実習

17

栽培記録に関
する振り返り
と感想交流

プログル技術
ＩＣＴ機器を
活用した交流

活動

社会「世界各地の人々の生活
と環境」とのつながり

生物育成技術に関する映
像

既存の生物育
成技術につい
て、ICTを用い
た交流活動

社会「近代の日本と世界」と
のつながり

理科「いろいろな生物とその
共通点」とのつながり

トマト栽培

食料生産に関
わる諸課題に
ついての論述
栽培記録

社会「近代・現代の日本と世
界」とのつながり

トマト栽培

合計

第３学年　技術科　年間指導計画

1０～
３月

Ｄ（４）社会
の発展と情報

の技術
8

４月

Ｂ（１）生活
や社会を支え
る生物育成の

技術

2

８～
９月

Ｂ（３）社会
の発展と生物
育成の技術

５～
７月

Ｂ（２）生物
育成の技術に
よる問題の解

決

5

2


